
日
本
の
大
学
に
は
通
信
教
育
課
程
が
ま
だ
少
な
く
、先
行
す
る
大
学
も
手
探
り
で
市
場
を
切
り
開
き
、教
育
手
法
を
模
索
し
て
き
た
。

市
場
に
光
が
当
た
り
出
し
た
今
、新
た
に
通
信
教
育
課
程
を
設
置
し
、新
市
場
に
挑
も
う
と
す
る
大
学
の
疑
問
に
答
え
る
。

特集  「新しい市場」～年齢、偏差値、地域を超えて

取材・文／児山雄介

      

潜
在
的
な
市
場
と
顕
在
化
し
た
市

場
の
両
面
か
ら
考
え
よ
う
。

　通
信
制
の
学
生
の
年
齢
構
成
は
多
様

な
大
学
が
多
い
【
図
表
１
】。
募
集
エ

リ
ア
も
地
元
以
外
の
学
生
も
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
通
信
教
育
に
よ
る
新
た
な

市
場
開
拓
を
考
え
て
い
る
大
学
も
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。
潜
在
的
な
市
場
開
拓

に
あ
た
っ
て
の
課
題
を
【
図
表
２
】
に

ま
と
め
た
。
１
・
８
万
人
も
の
通
信
教

育
学
部
の
学
生
を
擁
す
る
京
都
芸
術
大

学
に
よ
る
と
、「
市
場
を
探
す
、
と
い

う
よ
り
も
、
潜
在
的
な
需
要
は
あ
る
の

で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
需
要
を

掘
り
起
こ
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
だ
と

い
う
。
そ
れ
が
、「
通
信
教
育
」
で
検

索
す
れ
ば
、
自
学
の
名
前
が
上
位
に
出

る
状
況
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

　他
方
、
通
信
制
へ
の
ニ
ー
ズ
が
顕
在

化
し
て
い
る
市
場
も
存
在
す
る
。
一
つ

は
国
家
資
格
系
だ
。
京
都
橘
大
学
は
公

認
心
理
師
で
、
通
信
制
で
は
な
い
が
千

葉
商
科
大
学
大
学
院
で
は
職
務
直
結
型

23 No.318 22No.318

市
場
開
拓
に
向
け
通
信
教
育
に
挑
む
に
は
？

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

＊大学のデータは2025年5月現在。全国平均のデータは2024年5月現在のもの

60代以上 2%

2 採算性
   ～定員や学費
   の設定

【図表1】通信教育課程の学生の年齢構成～取材大学の例

【図表2】多様な学生を呼び込む通信制市場開拓に向けた７つの課題  

▶潜在的な通信教育のマーケットは存在するものの、現状は、教育コンテンツの供給不足。市場開拓はまず、
通信制で学べる新しいコンテンツの企画開発から▶顕在化し確実に受講生が見込める社会人市場も存在す
る（高卒・専門学校卒の社会人、国家資格取得や、資格取得後のキャリアアップ、他業種への転職のためのリ
カレントなど）▶自動翻訳化などで今後は渡日不要の海外市場も見込める▶不登校児童生徒の増加や多様な
学び方ニーズの高まりにより、若年層の通信教育市場は拡大傾向に▶生涯学び続けるしくみをつくりやすいア
ルムナイ（同窓生）市場は未開拓

▶学び続ける動機を高めるカリキュラム設計を（「教育」よりも「人材育成」という視点から）▶関わる教職員が
継続率、修了率を高めることにコミットするマネジメントを行う▶デジタル化で学修状況が把握しやすい点を生か
した学生サポート体制の構築や教育改善を行う▶システムサポート、学生サポートなどのスタッフも必要▶大学
や他の学生と双方向のコミュニケーションを取れるしくみや場の設定

▶通学制と同じ意識、感覚ではつくらない▶質の担保のためには、マニュアルやガイドラインを作成し、チームで
コンテンツ制作を▶短時間で区切る、小テストを挟むなど、社会人の学習状況を考えた設計を▶動画のクオリ
ティーは昨今の高い水準を意識して工夫する

▶募集広報はWebやSNSが主戦場だが、通学制より履修のしかたやその成果、どんな学生が学んでいるのか
が外からは見えにくい。対面型のイベントに力を入れる大学も増えつつある▶社会人だけでなく若年層の入学も
増加しているため、対象別の広報活動が望ましい▶国家資格系は、業界団体との連携も重要▶通信制だから
こそ、その大学ならではの教育の特色が通学制以上に問われる

▶学費の相場は通学制の１／４～１／５程度であるため、教育の質を担保したうえである程度の定員規模が必
要。ただし、設置認可上、通信制であっても「学生確保の見通し」が厳しく求められるため、事前のマーケティン
グ調査はしっかり行う▶大学既卒の社会人学生については、３年次編入学定員の設定がポイント▶社会人学
生は履修が長期にわたる場合も多いため、長期履修でも学びやすい学費の設定の工夫を

▶通学制で学位が授与できる分野であっても、通信制では使うことはできないため、多くの場合は届出ではなく、
設置認可申請が必要（通信制ですでに授与している分野なら届出で可能）。通学制の教育との違いや、併設と
独立開設の違いを押さえたうえで計画、準備する▶通信制の設置認可申請では、「通信教育実施方法説明書」
「通信教育に係る規程」の提出が求められることに注意▶近年、通信制でも「学生確保の見通し」が重視され
る。社会人も対象ならば、社会人向けの調査も別途必要▶今後さらに重視される、教育の質を意識した計画を

▶多様で、かつ目の前にいない学生への教育のため、通学制との安易な兼務では質が担保しにくい。特性を理解し
たうえでの組織人事を検討する▶通学制より手厚いサポートが必要なこともあり、担当教員だけでなく、チームで授
業設計、運用する真の教職協働体制が重要▶教員については、可能なら通信制での独自採用や育成が望ましい

3 設置認可
   申請の壁

1 市場探し

課題  解決に向けたヒント

サイバー大学

6 コンテンツ制作

7 学生募集

5 継続率・
   修了率を高める
   サポート体制

4 教職員の体制
＊大学資料を基にBetween編集部にて作成　※１ オンライン授業のみで修了可能なコースがあるが、通信教育課程ではない

【図表3】定員と学費の例

サイバー大学

編入学定員（名）   新潟産業大学
通信教育課程

京都橘大学
通信教育課程

京都芸術大学
通信教育部

20代
57%

50代
19%30代

11%

40代
11%

50代
 9%

60代
以上
13
%

18～
19歳
9%

20代
27%

18
～22歳
25%

19歳以下
95%

50代 12%
30代
15%

40代
17%

60代
4%

50代
21%

40代
22%

30代
12%

23
～29歳
 16%

通学制

通信制

30代以上
0.1%

20代
5%

19歳
以下
34%

20代
22%30代 10%

40代 11%

60代以上
　　  11%

参考 入学者年齢の全国平均

800

2,550

180

180

300

70※2

3,500

325

3,050

180

180

0

-

-

0

0

0

0

0

-

-

博物館学芸員課程受講希望の場合、
芸術教養学科は25万円（スクーリング
受講料含む）、芸術学科・美術科・環境
デザイン学科は16万円の登録料が別
途必要（スクーリング受講料別途必要）

いずれのコースも、授業料のうち、学
位取得に向けた単位修得に関わる
費用は30万円。５年次以降８年次ま
では、同費用はかからず、学籍管理
料（年間4万円）のみかかる

※２ 2026年度から入学定員を82名に増員

教科書・ソフトウェアライセンス料等
教材費は別途必要

一部科目で教材費や実習環境利用
料が発生する場合あり

京都芸術大学
通信教育部

京都橘大学
デジタルメディア学部
通信教育課程

新潟産業大学
経済学部
経済経営学科
通信教育課程

千葉商科大学大学院
会計ファイナンス研究科※1

ZEN大学

入学金：10万円
授業料：2.2万円／1単位
学籍管理料：2.4万円
システム利用料：3.2万円

入学金：3万円
授業料：32万円（半期16万円）

入学金：26万円
授業料：128万円（半期64万円）

入学金：5万円
授業料：ベーシックコース 　30万円
　　　 スタンダードコース 63万円
　　　 プレミアムコース 　96万円
ほか複数のコースあり

入学金：3.6万円
授業料：38万円

２年次  ３年次  ４年次  
大学 入学定員

（名） 学費（初年次） 備考

の
士
業
の
コ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
学
生
を
集
め
て

い
る
。
新
潟
産
業
大
学
や
、
本
年
開
学

し
た
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
が
多
く
受
け
入
れ
る

の
は
、「
大
学
も
通
信
制
」
を
希
望
す

る
全
国
の
通
信
制
高
校
生
だ
。
海
外
も

市
場
に
な
り
得
る
。
京
都
橘
大
学
や
新

潟
産
業
大
学
に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

な
ど
の
海
外
在
住
学
生
が
在
籍
す
る
。

　社
会
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
場

合
、
民
間
企
業
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
。

大
学
に
し
か
な
い
資
格
講
座
は
大
き
な

強
み
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
課
程
を
ど
う

差
別
化
す
る
か
。
サ
イ
バ
ー
大
学
は
、

Ｉ
Ｔ・
ビ
ジ
ネ
ス
・
語
学
教
養
を
テ
ー

マ
・
レ
ベ
ル
ご
と
に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ

ン
シ
ャ
ル
（
Ｍ
Ｃ
）
化
し
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
計
。
社
会
変
化
に
応
じ
て
Ｍ

Ｃ
を
新
設
し
、
在
学
中
も
、
卒
業
後
も
、

学
び
続
け
る
動
機
を
つ
く
っ
て
い
る
。

      

教
育
の
質
と
採
算
の
バ
ラ
ン
ス
を

検
討
。
編
入
市
場
も
重
要
。

　学
部
の
場
合
、
通
信
制
の
学
費
の
相

場
は
通
学
制
の
４
分
の
１
〜
５
分
の

１
。
こ
の
手
頃
な
学
費
が
学
生
を
集
め

や
す
く
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
通
信

制
は
設
置
校
が
ま
だ
少
な
い
た
め
、「
安

価
」
で
あ
る
こ
と
以
外
に
も
学
費
の
設

定
方
法
に
工
夫
の
余
地
は
あ
る
。
サ
イ

バ
ー
大
学
は
、
１
単
位
２
・
２
万
円
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
学
費
設
定
。
年
数
が

か
か
っ
て
も
総
額
が
変
わ
ら
な
い
し
く

み
は
、
社
会
人
に
と
っ
て
は
利
便
性
が

高
い
。
新
潟
産
業
大
学
は
、
サ
ポ
ー
ト

や
学
外
提
携
先
で
の
学
び
の
種
類
に

よ
っ
て
コ
ー
ス
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

学
費
を
設
定
し
て
い
る
。

　１
人
あ
た
り
の
学
費
収
入
が
少
な
い

分
、
採
算
を
取
る
に
は
定
員
規
模
の
大

き
さ
が
重
要
だ
。
市
場
調
査
を
行
い
、

教
育
の
質
を
保
証
で
き
る
学
生
数
と
採

算
の
バ
ラ
ン
ス
を
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
他
大
学
を
修
了
し
た
編
入

学
生
が
多
い
点
も
通
信
制
の
特
徴
で
、

特
に
３
年
次
の
編
入
市
場
が
圧
倒
的

だ
。
ま
た
、
社
会
人
に
は
卒
業
ま
で
何

年
も
か
か
る
学
生
も
い
る
。
多
く
の
大

学
で
は
一
定
の
年
数
以
降
は
学
費
を
減

額
し
て
い
る
。

      

特
に
「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」

は
通
学
制
以
上
に
工
夫
が
必
要
。

　基
本
的
に
は
、
　

 

   ＊1

　
通
学
制
の
新
設
と

そ
う
変
わ
り
が
な
い
が
、
提
出
書
類
に

追
加
が
あ
る
な
ど
の
違
い
も
あ
る
。
通

信
制
設
置
校
は
ま
だ
少
数
の
た
め
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
ま
り
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

苦
労
し
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
既
設

通
学
制
と
同
じ
学
位
の
分
野
の
通
信
制

&

設
置
認
可
申
請
の
注
意
点
は
？   

運
営
体
制
は
？   

学
生
募
集
の
コ
ツ
は
？

を
設
置
す
る
場
合
で
も
、
通
信
制
に
お

い
て
学
位
の
分
野
に
変
更
を
伴
う
場
合

は
設
置
認
可
申
請
が
必
要
な
の
で
、
多

く
の
大
学
は
設
置
認
可
申
請
か
ら
始
め

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
設
置
基
準
や

最
新
の
「
手
引
」
を
よ
く
読
み
、
通
信

制
な
ら
で
は
の
ル
ー
ル
【
図
表
４
、５
】

を
理
解
し
て
申
請
に
臨
み
た
い
。な
お
、

「
手
引
」
は
毎
年
変
更
が
あ
り
、
最
新

の
２
０
２
７
年
度
開
設
の
場
合
、
通
信

制
に
つ
い
て
の
変
更
点
が
い
く
つ
か
あ

る
【
図
表
７
】。
近
年
は
通
学
制
同
様
、

通
信
制
に
関
し
て
も
定
員
充
足
が
で
き

る
か
ど
う
か
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
。
中

で
も
「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」
は
、

通
信
制
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
よ
う
だ
【
図
表
６
】。

　通
信
制
高
校
の
生
徒
や
社
会
人
の
入

学
意
向
を
探
る
調
査
設
計
に
は
苦
労
が

伴
い
、
定
員
規
模
が
大
き
い
と
そ
れ
だ

け
大
き
な
母
集
団
が
必
要
に
な
る
。
公

開
さ
れ
て
い
る
他
大
学
の
申
請
書
類
を

よ
く
分
析
す
る
ほ
か
、
知
見
の
あ
る
会

社
へ
の
委
託
も
視
野
に
入
れ
た
い
。

　「知
の
総
和
」
答
申
は
、
教
育
研
究

の
質
の
高
度
化
を
め
ざ
す
方
策
と
し

て
、
通
信
教
育
課
程
の
制
度
の
見
直
し

や
、
社
会
人
の
学
び
の
場
の
拡
大
に
言

及
し
て
い
る
。
文
科
省
は
す
で
に
こ
れ

ら
を
ふ
ま
え
た

　

 

   ＊1

　
事
業
を
開
始
し
た
。

今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
制
度
改
正
や
支

援
策
の
情
報
収
集
に
努
め
、
役
立
つ
も

の
は
活
用
し
て
い
こ
う
。

A Q.

「
新
し
い
市
場
」
は
ど

の
よ
う
に
探
せ
ば
よ
い
？

A Q.

学
費
や
定
員
は
ど
の
よ

う
に
設
定
す
る
？

A Q.

通
信
制
な
ら
で
は
の
設

置
認
可
の
注
意
点
は
？

＊1 本誌2025年No.315「新設・改組のこれから」参照

10代
10%

入学金：3万円
授業料：芸術教養学科17万円／文
化コンテンツ創造学科34.8～35.5
万円／芸術学科23.1万円／美術
科・環境デザイン学科32.7万円

京都橘大学
総合心理学部
通信教育課程

入学金：3万円
授業料：28万円（半期14万円）

＊2026年度
  設置

50

30

若干名

0

0

-

-

18～22歳
80%

23歳
以上
20%
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特集  「新しい市場」～年齢、偏差値、地域を超えて

▶授業方法区分別に記入▶メディア利用授業：「利用する技術の特色」には
教材作成及び更新の方針等概要、「同時双方向性の確保」には「一体的に
扱うことのできる情報の種類及び同時双方向性の程度、毎回の授業での指導
及び学生の意見交換機会等の方法、「学修過程の管理方法」には、出席確
認、学修時間確保の方法、添削等による指導の機会や方法の概要を記入▶
面接授業：実施期間、実施施設名称・所在地、１日の授業時間と日数等を記入

      

潜
在
的
な
市
場
と
顕
在
化
し
た
市

場
の
両
面
か
ら
考
え
よ
う
。

　通
信
制
の
学
生
の
年
齢
構
成
は
多
様

な
大
学
が
多
い
【
図
表
１
】。
募
集
エ

リ
ア
も
地
元
以
外
の
学
生
も
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
通
信
教
育
に
よ
る
新
た
な

市
場
開
拓
を
考
え
て
い
る
大
学
も
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。
潜
在
的
な
市
場
開
拓

に
あ
た
っ
て
の
課
題
を
【
図
表
２
】
に

ま
と
め
た
。
１
・
８
万
人
も
の
通
信
教

育
学
部
の
学
生
を
擁
す
る
京
都
芸
術
大

学
に
よ
る
と
、「
市
場
を
探
す
、
と
い

う
よ
り
も
、
潜
在
的
な
需
要
は
あ
る
の

で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
需
要
を

掘
り
起
こ
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
だ
と

い
う
。
そ
れ
が
、「
通
信
教
育
」
で
検

索
す
れ
ば
、
自
学
の
名
前
が
上
位
に
出

る
状
況
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

　他
方
、
通
信
制
へ
の
ニ
ー
ズ
が
顕
在

化
し
て
い
る
市
場
も
存
在
す
る
。
一
つ

は
国
家
資
格
系
だ
。
京
都
橘
大
学
は
公

認
心
理
師
で
、
通
信
制
で
は
な
い
が
千

葉
商
科
大
学
大
学
院
で
は
職
務
直
結
型

【図表4】通信教育設置基準上の通学制との主な違いと授業方法の定義 

＊文部科学省資料を基にBetween編集部にて作成

＊文部科学省資料を基にBetween編集部にて作成

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

【図表5】通信教育課程設置ならではの提出書類【図表6】通信制ならではの
「学生確保の見通し調査」の課題例

【図表7】令和９年度開設用「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引」の通信制に関する主な変更点

▶授業方法区分別に、単位数や卒業または修了に必要な単位数を記入
▶基幹教員、事務職員等教員やその他職種は通信専任、通学兼務の数を分
けて記入

▶職員以外で設問回答、添削指導、質疑応答等の補助、教育相談等を職務
とする者で、名称は問わない（大学設置基準第８条第３項規定の「指導補助
者」とは別）▶名称、役割、採用条件、研修方法の詳細を記入

現状、通学制高校では通信制への入学
意向が取りにくい。通信制高校では生
徒があまり登校しないので留置調査が
難しい。

面積についての具体的基準なし（教育に支
障のないもの）

必要かつ面積基準もある。ただし、教育研究
に支障ない場合はその限りではない

併設型：収容定員４千人につき４人増加／
独立型：別表１に定めた通信制用の規定人
数以上　※併設の場合、増加人数が必要
な基幹教員数の２割未満の場合は、２割の
教員数の増加が必要

面接授業を全く行わなくても可能（印刷教材
等による授業、放送授業、メディアを利用し
て行う授業のいずれかまたはこれらの併用）

通信教育によって十分な教育効果が得られ
る専攻分野

大学、短大はあり。大学院はなく、大学院設
置基準（第９章第25～30条）、専門職大学
院設置基準（第３章第９条）で規定 印刷教材その他これに準ずる教材

を送付もしくは指定し、もしくはその内
容をインターネット等を通じて提供し、
主としてこれにより学修させる授業

主として放送その他これに準ずる
もの（インターネット等を通じて提供
する映像、音声等を含む）の視聴
により学修させる授業

放送とはTV放映
だけでなく、ネット
配信含む

印刷教材等はネッ
トでの送付含む

面接授業は遠隔授
業でも可であるため、
対面授業を全く行わ
なくても設置可能

同時かつ双方向性が前提
（対話性）

添削等による指導により、毎回の
授業に厳密な双方向性は求めら
れない

「通信教育を実施する場合の具体的計画」の項において、単位認定試験等における不正行為防止対策につい
て説明を求めるよう追記。

「通信教育を実施する場合の具体的計画」の項において、安定的・継続的な授業の実施や学生の個人情報の管理
等のための情報セキュリティ体制について説明を求めるよう追記。

通学制との併設型の場合、実施する教育研究の内容・方法や収容定員の規模等を踏まえ、十分な組織を編制し
ていることを具体的に説明し、教員負担の増加に対する配慮について説明を求めるよう追記。

通信制ならではの入学と編入学の区別
など、手引きのとおりに調査票をつくれな
いケースもあるので、柔軟な設計が求め
られる。

通学制に比べて定員規模が大きいこと
が多く、その規模の入学意向者を集める
ことは容易ではない。

通信制は地域の壁がない分、市場は大
きいが、一方で「家から通いやすい」など
の志望理由が見つけにくい。教育の特
徴や具体的な進学メリットを明確に伝え
たうえで調査することが重要に。

社会人の入学も想定している場合、別
途調査が必要。2028年度開設分より、
社会人が回答者の場合は「入学希望時
期」もクロス集計することが求められてい
るので要注意。

通信教育
実施方法

□対象者（高校生）
の選定

通信教育設置
基準の有無

印刷
教材

授業方法

通信教育を併せ行う場合の
教育研究実施組織の編制について

初めて開設する

学部等を追加で設置する

「通信教育実施方法説明書（別記様式第8号）」

「通信教育に係る規程」 

の
士
業
の
コ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
学
生
を
集
め
て

い
る
。
新
潟
産
業
大
学
や
、
本
年
開
学

し
た
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
が
多
く
受
け
入
れ
る

の
は
、「
大
学
も
通
信
制
」
を
希
望
す

る
全
国
の
通
信
制
高
校
生
だ
。
海
外
も

市
場
に
な
り
得
る
。
京
都
橘
大
学
や
新

潟
産
業
大
学
に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

な
ど
の
海
外
在
住
学
生
が
在
籍
す
る
。

　社
会
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
場

合
、
民
間
企
業
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
。

大
学
に
し
か
な
い
資
格
講
座
は
大
き
な

強
み
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
課
程
を
ど
う

差
別
化
す
る
か
。
サ
イ
バ
ー
大
学
は
、

Ｉ
Ｔ・
ビ
ジ
ネ
ス
・
語
学
教
養
を
テ
ー

マ
・
レ
ベ
ル
ご
と
に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ

ン
シ
ャ
ル
（
Ｍ
Ｃ
）
化
し
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
計
。
社
会
変
化
に
応
じ
て
Ｍ

Ｃ
を
新
設
し
、
在
学
中
も
、
卒
業
後
も
、

学
び
続
け
る
動
機
を
つ
く
っ
て
い
る
。

      

教
育
の
質
と
採
算
の
バ
ラ
ン
ス
を

検
討
。
編
入
市
場
も
重
要
。

　学
部
の
場
合
、
通
信
制
の
学
費
の
相

場
は
通
学
制
の
４
分
の
１
〜
５
分
の

１
。
こ
の
手
頃
な
学
費
が
学
生
を
集
め

や
す
く
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
通
信

制
は
設
置
校
が
ま
だ
少
な
い
た
め
、「
安

価
」
で
あ
る
こ
と
以
外
に
も
学
費
の
設

定
方
法
に
工
夫
の
余
地
は
あ
る
。
サ
イ

バ
ー
大
学
は
、
１
単
位
２
・
２
万
円
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
学
費
設
定
。
年
数
が

か
か
っ
て
も
総
額
が
変
わ
ら
な
い
し
く

み
は
、
社
会
人
に
と
っ
て
は
利
便
性
が

高
い
。
新
潟
産
業
大
学
は
、
サ
ポ
ー
ト

や
学
外
提
携
先
で
の
学
び
の
種
類
に

よ
っ
て
コ
ー
ス
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

学
費
を
設
定
し
て
い
る
。

　１
人
あ
た
り
の
学
費
収
入
が
少
な
い

分
、
採
算
を
取
る
に
は
定
員
規
模
の
大

き
さ
が
重
要
だ
。
市
場
調
査
を
行
い
、

教
育
の
質
を
保
証
で
き
る
学
生
数
と
採

算
の
バ
ラ
ン
ス
を
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
他
大
学
を
修
了
し
た
編
入

学
生
が
多
い
点
も
通
信
制
の
特
徴
で
、

特
に
３
年
次
の
編
入
市
場
が
圧
倒
的

だ
。
ま
た
、
社
会
人
に
は
卒
業
ま
で
何

年
も
か
か
る
学
生
も
い
る
。
多
く
の
大

学
で
は
一
定
の
年
数
以
降
は
学
費
を
減

額
し
て
い
る
。

      

特
に
「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」

は
通
学
制
以
上
に
工
夫
が
必
要
。

　基
本
的
に
は
、   ＊1
通
学
制
の
新
設
と

そ
う
変
わ
り
が
な
い
が
、
提
出
書
類
に

追
加
が
あ
る
な
ど
の
違
い
も
あ
る
。
通

信
制
設
置
校
は
ま
だ
少
数
の
た
め
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
ま
り
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

苦
労
し
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
既
設

通
学
制
と
同
じ
学
位
の
分
野
の
通
信
制

25 No.318

＊1 行われない場合は「放送授業」になる
＊2 通信制の収容定員4,000人につき、通学制の人数に４人追加。【図表４】の「基幹教員数」参照
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文科省に聞く！

通学制とどう違う？
通信制の設置と課題

高等教育企画課
大学設置・評価室長

鈴木 宏幸

̶̶通信教育課程設置の動向は？
　設置件数はこれまで毎年、数件程度でしたが、コロナ禍をきっか
けに大学にオンライン授業のノウハウが蓄積されたせいか、2025
年度は12件、2026年度は11件と増加しています。現状、既存の
通信制はすべて私立大学のみとなっています。

̶̶設置基準上の通学制との違いは？
　「大学、短大における通信教育」の設置基準があり、通学制と
の主な違いは、授業方法、基幹教員数、校地・校舎の基準です
【図表４】。かつて面接授業以外の主な授業方法は、「印刷教材
等」と「放送」でしたが、2001年、オンラインを想定した「遠隔授業
（メディアを利用して行う授業）」が加わりました。面接授業（対面
授業）に相当する教育効果が得られることが条件で、同時性また
は、授業後速やかに設問回答、添削指導、質疑応答など、即応性
をもつ双方向性が求められます＊1。同じく2001年から対面授業な
しのカリキュラムも認められ、フルオンラインでの課程が可能になり
ました。大学院も1998年から通信制が制度化されましたが、設置
基準は大学や短大と異なり、大学院設置基準内で定めています。

̶̶通信制の設置認可申請のポイントは？
　通信制には、通学制との「併設型」と、独立した通信制を設置す
る「独立型」があります。必要な基幹教員数等に違いがあり、独立
型には独自の規定がありますが、併設型は、通学制で定められた
基幹教員数に規定の人数＊2を追加する形です。通学制と通信制
を兼務する基幹教員は、申請時にどちらかに所属を割り振ることに
なります。併設型の通学・通信同時開設の場合、授与する学位が
同じだとしても、通学制と通信制それぞれにおいて大学が授与する
学位の分野に変更が生じる場合、それぞれ認可申請が必要です
【図表５】。既存の通学制と同じ学位、同じカリキュラムの通信制を
後から併設する場合、通信制において学位の分野に変更を伴わな
い場合は届出、伴う場合は認可申請となります。カリキュラムが「同
等」と言えるかどうかは、大学設置分科会において判断されます。

̶̶審査の観点の違いは？

　設置要件に違いはありますが、教員審査や教育内容の審査の
観点は基本的には同じです。通学制・通信制同時開設の場合、カ
リキュラムが同じであれば審査も一緒に行います。ただし、通信制
ならではの教育手法を審査する観点から、通信教育に知見のある
委員にも参画してもらいます。
　通信教育課程を設置する際には、授業配信の安定性やセキュ
リティの確保、試験時の本人確認などの不正行為防止策のしくみ
といったことだけでなく、通学制よりも相対的に少ない教員数や、
対面授業なしでも、掲げたＤＰを達成できるカリキュラムや体制か
どうかも検討しておくべきです。学生からの質問対応や学生同士
の学び合いなどは、どう担保するのか。学修支援を行う「指導補助
者」は、現状、基準上で人数の定めはないものの、人的あるいは物
的な指導・支援体制については、各大学でよく検討すべきでしょ
う。また、教育手段が通信だからといって、コミュニケーション能力
を養成しなくていいわけではないと思います。

̶̶今後の課題は？
　設置後の設置計画履行状況等調査（ＡＣ）で多い指摘事項
は、定員の未充足です。通信制の入学者数は予測しにくい面があ
るとはいえ、学生確保の見通し調査を工夫して、根拠のある定員
設定をする必要があります【図表６】。また、「知の総和」答申にお
いても、通信制のさらなる質向上のための制度改善や学生への
支援の見直しに向けた検討の必要性等が提言されました【P.26
図表８】。本答申を踏まえ、時代の変化を踏まえた通信制のあり方
について、今後、中教審においてさらに議論をいただく予定です。
　リスキリングを目的とした社会人中心だった学修者層も変化し、
通信制高校出身者の増加等を背景に18歳入学者の割合が増え
ています。学ぶ目的が明確な社会人とは必要なフォローが異なり、
出口保証、キャリア支援策も考慮の対象になります。受け入れる
学生と、育成をめざす人材像を基に、大学たる教育内容、教学マ
ネジメントを考えてもらえればと思います。「知の総和」の向上に通
信制が果たす役割は、今後ますます大きくなるはずです。

すずきひろゆき●2003
年文部科学省入省。初等
中等教育企画課課長補
佐、初等中等教育局視学
官、在ブラジル日本国大
使館一等書記官、文部科
学大臣秘書官などを経
て、2024年より現職。

を
設
置
す
る
場
合
で
も
、
通
信
制
に
お

い
て
学
位
の
分
野
に
変
更
を
伴
う
場
合

は
設
置
認
可
申
請
が
必
要
な
の
で
、
多

く
の
大
学
は
設
置
認
可
申
請
か
ら
始
め

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
設
置
基
準
や

最
新
の
「
手
引
」
を
よ
く
読
み
、
通
信

制
な
ら
で
は
の
ル
ー
ル
【
図
表
４
、５
】

を
理
解
し
て
申
請
に
臨
み
た
い
。な
お
、

「
手
引
」
は
毎
年
変
更
が
あ
り
、
最
新

の
２
０
２
７
年
度
開
設
の
場
合
、
通
信

制
に
つ
い
て
の
変
更
点
が
い
く
つ
か
あ

る
【
図
表
７
】。
近
年
は
通
学
制
同
様
、

通
信
制
に
関
し
て
も
定
員
充
足
が
で
き

る
か
ど
う
か
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
。
中

で
も
「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」
は
、

通
信
制
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
よ
う
だ
【
図
表
６
】。

　通
信
制
高
校
の
生
徒
や
社
会
人
の
入

学
意
向
を
探
る
調
査
設
計
に
は
苦
労
が

伴
い
、
定
員
規
模
が
大
き
い
と
そ
れ
だ

け
大
き
な
母
集
団
が
必
要
に
な
る
。
公

開
さ
れ
て
い
る
他
大
学
の
申
請
書
類
を

よ
く
分
析
す
る
ほ
か
、
知
見
の
あ
る
会

社
へ
の
委
託
も
視
野
に
入
れ
た
い
。

　「知
の
総
和
」
答
申
は
、
教
育
研
究

の
質
の
高
度
化
を
め
ざ
す
方
策
と
し

て
、
通
信
教
育
課
程
の
制
度
の
見
直
し

や
、
社
会
人
の
学
び
の
場
の
拡
大
に
言

及
し
て
い
る
。
文
科
省
は
す
で
に
こ
れ

ら
を
ふ
ま
え
た
   ＊1
事
業
を
開
始
し
た
。

今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
制
度
改
正
や
支

援
策
の
情
報
収
集
に
努
め
、
役
立
つ
も

の
は
活
用
し
て
い
こ
う
。

▶学科ごとに作成

▶規程案を全文添付

▶規程案のほか、変更事項記載書類と新旧対照表添付

□入学定員規模が
大きい場合の数の
集めにくさ

□募集上の地域の
壁がないことへの
対応

□通信制ならでは
の設問設計の工夫

□社会人向け調査
では入学希望時期
も求められる

単位認定試験等における
不正行為防止対策について

情報セキュリティ体制の
整備について

作成単位

通信教育学部
のみの大学

通信教育を
開設する学部
等の計画

指導補助者

通信制の授業方法の定義

▶インターネット等を利用して教室以外の場所のみでの履修の場合は、備考
欄で、インターネット授業の特性を踏まえた授業設計や措置を講じ教育研究に
支障がないことを、教育効果を高めるための措置や学生支援方法に触れなが
ら具体的に説明する必要あり

遠隔授業、オンライン授業

対面授業

同時性または即応性を持つ双方
向性（対話性）を有し、面接授業に
相当する教育効果を有すると認め
られるもの（同時〈リアルタイム〉、
非同時〈オンデマンド〉が可能）

面接

メディア
利用

放送

区分

専攻分野

授業方法

基幹教員数

校地

校舎

双方向性備考

＊1 P.18～21、高崎商科大学の「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」選定例を参照

＊大学通信教育設置基準を基にBetween編集部にて作成。下線は編集部によるもの
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特集  「新しい市場」～年齢、偏差値、地域を超えて

      

組
織
・
チ
ー
ム
に
よ
る
映
像
授
業

制
作
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
修
了
率
向
上
。

　今
回
、
取
材
し
た
大
学
で
は
、
継
続

率
や
修
了
率
、
就
職
率
な
ど
を
目
標
に

掲
げ
、
教
育
の
質
向
上
と
学
生
サ
ポ
ー

ト
に
尽
力
し
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
の

質
だ
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
用
の
映
像

授
業
制
作
の
工
夫
を
【
図
表
９
】
に
ま

と
め
た
。
大
学
と
し
て
授
業
の
質
を
保

つ
た
め
の
詳
細
な
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
用
意
し
、
職
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ

と
共
に
チ
ー
ム
で
制
作
す
る
な
ど
体
制

に
も
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
だ
と
、
学
生
の
集
中
力
や
理
解
度

を
そ
の
場
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
投
影
資
料
や
映
像
の
見
や
す
さ
に

こ
だ
わ
り
、
15
分
ご
と
に
小
テ
ス
ト
を

行
う
等
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
サ
イ

バ
ー
大
学
で
は
、
担
当
教
員
と
他
の
教

員
、
教
育
設
計
の
専
門
家
の
チ
ー
ム
で

制
作
に
あ
た
り
、Ｄ
Ｐ
や
ス
キ
ル
マ
ッ

プ
と
の
照
合
や
科
目
間
の
連
携
・
整
合

性
も
チ
ェ
ッ
ク
。
配
信
後
は
、
聴
講
時

間
、
小
テ
ス
ト
の
正
答
率
や
成
績
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
等
の
デ
ー
タ
を
基
に
授

業
改
善
を
重
ね
る
。
昨
今
は
海
外
の
著

名
な
教
員
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
録
画
機
能
を
使
っ
て
制
作
し
た
り
、

Ａ
Ｉ
で
音
声
を
修
正
し
た
り
す
る
な

ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
が
進
む
。

27 No.318 26No.318

＊文部科学省中央教育審議会「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」（2025年）。赤字は編集部

【図表8】「知の総和」答申で言及された、通信教育や社会人学生等に関する具体的方策（抜粋）   

〇遠隔・オンライン教育の推進
・遠隔・オンライン教育を活用した、同一地域内や他地域、海外との大学間連携による授業の共有化などの取組を、質の確保を前提とした上で促進する。
・高等教育機関における国際協働学習の充実のため、オンラインの活用の促進や、 好事例の周知等を行う。

〇大学設置基準及び設置認可審査等の見直し
・社会的な必要性や持続可能で質の高い学修環境・研究環境であるかという視点をこれまで以上に重視することとし、通信教育
課程を含め、基幹教員の配置に係る基準や指導補助者の基準等について制度改善を行う。

〇社会人が学びやすい教育環境の整備 
・国において、社会人や産業界にとって魅力的な教育を行うためのニーズ調査を実施し、その結果を踏まえ、各高等教育機関が
産業界と連携して教育プログラムの開発等を行うための体制整備への支援を行う。
・科目等履修生等を相当数受け入れる場合における受入れ人数等を勘案した、教育環境の質の担保の在り方について見直しを行う。
・各高等教育機関において、リカレント教育を担当する教員へのインセンティブの付与がなされるよう大学等に積極的に呼びかけを行う。
・社会人の主体的なリカレント教育・リスキリングを推進するために、教育訓練給付制度や人材開発支援助成金等の支援策の情報発信を図る。
〇高等教育機関と産業界・地方公共団体等との組織レベルでの連携推進 
・企業の成長に直結し、かつ高等教育機関にしかできないことを目指した産学協働体制によるリカレント教育モデルの構築を支援する。
・中小企業の社員や経営者を念頭に置いた、地方創生・地域産業の発展に資するリカレント教育を推進するために地域のリカレ
ント教育プラットフォームの構築を支援する。
・地域の社会人と学生が共に学ぶキャンパスの実現や地方公共団体や産業界との共創拠点の整備の充実、地域と連携した地
域産業振興・スタートアップ創出のための拠点整備のために施設整備に対する支援を行う。

〇学士課程の規模縮小を進める大学への支援 
・一定の学士課程定員の規模縮小をしつつ、質の向上と連動して規模縮小を実施する大学、収容定員・資源を学部から大学院
へシフトする大学、質を確保した上で留学生や社会人を増加する大学等に対する支援を行う。【再掲】 
〇遠隔・オンライン教育の推進 
・遠隔教育の課題と利点を踏まえた遠隔教育の質の保証・向上を図るとともに、対面授業と遠隔授業を効率的に組み合わせた
ハイブリッド型教育の充実等を促進する。【再掲】
・遠隔・オンライン教育を活用した、同一地域内や他地域、海外との大学間連携による授業の共有化などの取組を、質の確保を
前提とした上で促進する。【再掲】
・放送大学において、多様なメディアを活用した、より効果的な次世代遠隔高等教育モデルの開発や他大学への普及展開を図
る。また、放送大学と私立大学通信教育との連携を推進する。【再掲】

〇意欲的な教育・経営改革を行うための支援 
・一定の学士課程定員の規模縮小をしつつ、質の向上と連動して規模縮小を実施する大学、収容定員・資源を学部から大学院
へシフトする大学、質を確保した上で留学生や社会人を増加する大学等に対する支援を行う。
・産業界や社会人のニーズを踏まえた、各高等教育機関における教育改善を促進するために、リカレント教育プログラム開発・評価の体制整備を支援する。
〇高等教育機関間の連携の推進
・遠隔教育の課題と利点を踏まえた遠隔教育の質の保証・向上を図るとともに、対面授業と遠隔授業を効率的に組み合わせた
ハイブリッド型教育の充実等を促進する。【再掲】

〇多様な進学者の受入れ促進
・リカレント教育・リスキリングを望む社会人や産業界、地域のニーズを踏まえ、企業や地方公共団体等と必要な人材像や求めるプロ
グラム、オンライン授業の活用方策等について議論する場を設け、継続的なリカレント教育・リスキリングの実施に向けた支援を行う。
・意欲と能力（博士については研究実績を含む）のある社会人が１年で修士や博士の学位取得を可能とするため、早期修了制
度の積極的な導入を推進する。
・社会人の主体的なリカレント教育・リスキリングを推進するために、教育訓練給付制度や人材開発支援助成金等の支援策の情報発信を図る。【再掲】

〇時代の変化を踏まえた通信教育課程の在り方の見直し 
・通信教育課程の特色等を踏まえた教学マネジメントの確立、学生の多様な属性等に対応したきめ細かな教育支援体制の構築
促進や情報公表を更に促進するために、大学通信教育に関する実態調査を行い、通信教育課程の更なる質の向上のための
制度改善や学生への支援の見直しに向けた検討等を行う。
・放送大学において、多様なメディアを活用した、より効果的な次世代遠隔高等教育モデルの開発や他大学への普及展開を図
る。また、放送大学と私立大学通信教育との連携を推進する。

〇キャンパスのダイバーシティを支える環境整備
・留学生、社会人、女性学生等のキャンパスのダイバーシティを支える環境の整備のために施設整備に対する支援を行う。

１．今後の
高等教育の
目指すべき姿

京
都
芸
術
大
学
は
、
学
問
の
特
性
上
、

映
像
の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
テ

レ
ビ
局
等
、
映
像
の
プ
ロ
と
提
携
し
て

い
る
。
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
通
信
制

高
校
運
営
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

職
員
が
教
員
と
科
目
の
位
置
付
け
等
の

擦
り
合
わ
せ
と
資
料
の
確
認
を
実
施
。

上
位
層
向
け
に
は
別
課
題
も
提
供
す
る

な
ど
レ
ベ
ル
別
対
応
も
行
う
。

　学
修
姿
勢
が
確
立
し
て
い
な
い
若
年

層
が
増
え
て
い
る
近
年
の
通
信
制
で

は
、
授
業
の
双
方
向
性
や
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
【
図
表

10
】。
多
く
の
大
学
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

や
チ
ャ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
教
職
員
や
学

生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
し
く
み
が
あ
る
。
内
製
の
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
授
業
で
非
同

期
型
の
議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
の
が
サ
イ
バ
ー
大
学
。授
業
、

シ
ス
テ
ム
、
学
生
、
キ
ャ
リ
ア
の
４
つ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
特
徴
だ
。

新
潟
産
業
大
学
は
一
部
の
コ
ー
ス
に
、

複
数
の
学
生
が
同
時
刻
に
授
業
を
受
け

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
」
を
設
置
。

時
間
中
は
ス
タ
ッ
フ
が
待
機
し
、
そ
の

場
で
学
生
は
疑
問
点
を
質
問
で
き
る
。

　京
都
橘
大
学
は
、Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
の

サ
ポ
ー
ト
に
加
え
６
人
の「
学
習
講
師
」

を
配
置
し
、
学
習
に
関
す
る
質
問
や
相

談
を
受
け
付
け
る
。

　こ
う
し
た
通
信
制
の
施
策
は
、
通
学

制
の
教
育
に
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

２．今後の
高等教育政策
の方向性と
具体的方策

（２）高等教育
全体の「規模」
の適正化

（３）高等教育
への「アクセス」
確保

（１）教育研究
の「質」の
更なる高度化

（５）高等教育
政策の目的

①「質」に
ついて

①高等教育機関の機能強化 

①地理的
観点からの
アクセス確保

イ．都市から
地方への
動きの促進等を
通じた地方創生
の推進

②「規模」に
ついて
③「アクセス」
について

①学修者
本位の教育の
更なる推進

②外国人
留学生や
社会人を
はじめとした
多様な学生の
受入れ促進

③大学院教育
の改革

ア．学びの質を高めるため
の教育内容・方法の改善 

イ．新たな質保証・
向上システムの構築

ア．多様な学生の
受入れ推進

ウ．社会人の
学びの場の拡大

エ．通信教育課程
の質の向上

イ．幅広い
キャリアパスの
開拓の推進

18歳人口の減少という少子化の状況を踏まえつつ、「知の総和」を実現するための適切な高等教育が行われるよう、全体の規模の適正化を
図っていくことが必要である。その際、社会人や外国人留学生に関しても、引き続き受入れを促進することが重要である。 

性別や居住地、家庭背景の違いによって高等教育機関への進学率が異なるという現状があり、格差の固定化を防ぐ観点からも、
意欲のある者が進学をあきらめない社会の実現を目指す必要がある。 

社会人や外国人留学生を含め、多様な価値観を持つ多様な人材が学び合う環境を確保することが必要である。 

      

本
格
的
に
取
り
組
む
の
な
ら
通
学

制
と
は
組
織
を
分
け
る
。

　運
営
体
制
は
通
信
制
の
成
否
を
大
い

に
左
右
す
る
。
既
存
の
通
学
課
程
に
後

か
ら
通
信
制
を
併
設
す
る
際
、
兼
務
に

よ
る
負
担
増
か
ら
教
員
の
協
力
を
得
に

く
い
こ
と
も
多
い
。
通
学
制
と
は
学
事

暦
が
異
な
り
、
学
生
も
多
様
な
た
め
、

負
担
は
小
さ
く
な
い
よ
う
だ
。
取
材
大

学
の
多
く
は
別
組
織
で
運
営
し
て
い
る

【
図
表
11
】。
京
都
芸
術
大
学
は
、
教
員

も
職
員
も
通
学
制
と
は
別
組
織
。
教
育

計
画
に
初
年
度
の
単
位
取
得
者
数
や
１

年
か
ら
２
年
へ
の
継
続
率
な
ど
の
数
値

目
標
を
掲
げ
、
全
教
職
員
が
そ
れ
ら
を

高
め
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
据
え

る
。
１
・
８
万
人
の
学
生
を
支
え
る
専

任
職
員
数
は
40
人
超
で
、
通
学
課
程
に

引
け
を
取
ら
な
い
。
教
員
採
用
は
、
社

会
人
教
育
の
経
験
や
P
C
で
の
教
育
ス

キ
ル
な
ど
、
通
信
制
な
ら
で
は
の
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
を
重
視
。京
都
橘
大
学
は
、

通
信
制
と
通
学
制
を
同
時
に
開
設
し
、

２
つ
の
課
程
を
担
う
学
科
で
あ
る
こ
と

を
前
提
に
教
員
を
採
用
。
職
員
は
当
初

は
教
学
部
に
配
置
し
て
い
た
が
、
現
在

は
企
画
部
に
移
管
し
独
立
し
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
大
学
は
、
授
業
設
計
、
分
析
、

改
善
ま
で
を
担
う
事
務
組
織
「
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
課
」
を
設

置
。「
い
わ
ば
、
教
育
効
果
の
最
大
化

を
図
る
課
の
職
員
が
舞
台
監
督
、
専
門

知
識
を
効
果
的
に
伝
え
る
教
員
は
演

者
」だ
と
い
う
。
こ
の
考
え
を
理
解
し
、

教
育
に
熱
意
あ
る
教
員
を
採
用
し
て
い

る
。
新
潟
産
業
大
学
も
、
職
員
は
通
信

制
専
任
で
全
８
人
。
入
試
か
ら
就
職
支

援
ま
で
全
て
担
う
。
ま
た
、
教
育
の
充

実
の
た
め
に
学
外
と
連
携
、
広
域
通
信

制
高
校
の
運
営
企
業
と
組
み
７
年
一
貫

教
育
を
め
ざ
す
ほ
か
、
複
数
企
業
と
の

連
携
に
よ
り
、
学
外
体
験
を
盛
り
込
ん

だ
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
通
信
制
大

学
が
、
通
学
制
大
学
の
需
要
の
受
け
皿

に
な
る
形
も
あ
る
。
例
え
ば
星
槎
大
学

の
通
信
制
は
１
３
０
以
上
の
教
育
機
関

と
協
定
を
結
び
、自
学
の
科
目
を
提
供
。

連
携
先
の
大
学
や
専
門
学
校
の
学
び
の

幅
を
広
げ
て
い
る
。

　社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
を
担
う
の
な

ら
ば
、
学
内
の
人
材
育
成
に
も
意
識
的

で
あ
り
た
い
。
千
葉
商
科
大
学
は
、
経

営
系
大
学
院
で
の
学
習
を
職
員
の
昇
格

時
の
必
須
研
修
と
し
て
課
し
、
有
志
の

受
講
者
に
は
支
援
金
を
出
す
。

      

外
か
ら
見
え
に
く
い
通
信
制
の
実

態
開
示
が
鍵
。

　取
材
大
学
の
工
夫
を【
図
表
12
】に
ま

と
め
た
。
ま
ず
、
偏
差
値
に
よ
る
序
列

が
な
く
、立
地
も
関
係
な
い
た
め
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
目
的
に
合
っ
た
教
育
内
容
と

手
法
、
教
育
成
果
＝「
教
育
力
」
が
選

ば
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
に
な
る
①
。

　社
会
人
市
場
で
は
未
開
拓
の
分
野
が

多
い
。
京
都
芸
術
大
学
は
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
巨
大
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
着
目
し
て
新
コ
ー
ス
を

設
定
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
分
野
開
拓

を
続
け
て
い
る
②
。
拡
大
中
の
若
年
層

市
場
を
捉
え
る
手
法
と
し
て
は
、
通
信

制
高
校
と
の
連
携
も
あ
る
だ
ろ
う
③
。

元
々
教
育
の
機
会
均
等
の
手
段
と
し
て

始
ま
っ
た
通
信
教
育
。
学
ぶ
意
欲
が
あ

る
者
に
門
戸
を
広
げ
る
姿
勢
そ
の
も
の

を
特
色
に
す
る
手
も
あ
る
。
千
葉
商
科

大
学
の
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
科

は
、出
願
の
諸
条
件
を
あ
ま
り
課
さ
ず
、

入
試
さ
え
受
か
れ
ば
初
学
者
で
も
受
け

入
れ
る
教
育
を
特
長
に
し
て
い
る
④
。

　広
報
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
や
特
設
サ
イ

ト
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
展
開
が
基

本
。
閲
覧
者
に
応
じ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を

変
え
ら
れ
る
点
を
う
ま
く
利
用
し
よ
う

⑤
。
京
都
芸
術
大
学
は
、
ペ
ル
ソ
ナ
ご

と
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
を
使
い
分
け
て
い
る
。

　通
信
制
は
、
外
か
ら
は
教
育
や
学
生

の
実
態
が
見
え
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
体
験
授
業
を
実
施
す
る

ほ
か
⑥
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
個

別
相
談
は
、
対
面
型
の
効
果
が
高
い
よ

う
だ
⑦
。
高
校
生
の
場
合
、
同
伴
し
た

保
護
者
の
不
安
も
取
り
除
き
や
す
い
。

＊取材、各大学資料を基にBetween編集部にてまとめ

＊取材、各大学資料を基にBetween編集部にてまとめ

マニュアル、ガイドライン等 撮影スタジオ スタッフ 質向上の工夫例大学  

大学  

【図表9】通信教育用授業コンテンツ制作の工夫例

▶オープンバッジで修得能力のマイクロク
レデンシャルを授与。学び続ける動機付け
へ。▶独自LMSで全学習行動をデータ化、
分析し、授業改善を教員に提案。

担当教員＋同分野の教員、イ
ンストラクショナルデザイナー
（授業制作の専門スタッフ）
含め３、4人／科目で制作。

あり。ただし、昨今は教員が自宅
で撮影することも多い。AIを活用
した音声の修正やアバターの活
用で、教員の負担減に取り組む。

あり。１章15分の４章構成。毎
回課題（小テスト／レポート／
ディベートのいずれか）に取り組
む。投影資料はテンプレートに
て枚数や文字サイズ等を指定。

▶独自開発のLMS内の非同期型の議論や
プレゼン、ピアレビューによりアクティブ・ラー
ニングを実現。
▶Zoomでの学生交流会。

▶４つのサポートセンターで入学から卒業までを支える。
▶学生からの質問は原則24時間以内に回答。
▶受講が滞る学生をＴＡ・LA・コーチがフォロー。
▶「学生個人カルテ」を面談に活用。

▶入学から２学期目の履修継続率
90.2%。
▶24歳以下の卒業生の就職率93.3％。
▶学生サポート満足度84.8％。

▶Zoom等による同時双方向型のオンライン
授業を実施。
▶学習用Webサイト「airU」内に、学生同士で
コミュニケーションが取れる掲示板機能あり。

▶学生の自主性重視。ただし、１年次に１単位以上の取
得や、２年次への進級を促すメールを送ることはある。
▶スクーリング科目「オンライン授業入門」、就活関連の
授業等を提供。

▶平均学習継続率84.3％（2018～
2022年度）。
▶2025年度の学生数は17,611人。

▶学習システム「echool campus」で担当
教員に質問できる。
▶週末中心のオンラインスクーリングもあり。

▶修了、卒業を重視。
▶「学習講師」を配置し、学生からの質問や相談を受ける。
▶学生からの質問に対応するＡＩチャットボットを導入。
▶「レポートの書き方」などもメディア授業で丁寧に説明。

▶授業アンケートは高評価。理解しや
すい、学びやすいとの声多数。
▶学生数は２０１９年度883人→２０２５
年度1,611人。

▶科目ごとのSlackチャンネルで、教員と学生
が対話。
▶一部のコースで設置している「オンラインク
ラス」では、授業時間に待機しているスタッフ
にその場で質問ができる。

▶退学や休学の相談が届いた際は、必ずオンライン面
談を実施。
▶スタンダードコースでは、スタディコーチが履修科目の
選定から学習計画、就活までサポート。

▶学生同士のコミュニケーションが活性化。
▶学びながらスポーツ選手として活躍し
たり、企業に勤めながら地域おこしをし
たりする学生がいる。

▶オンライン授業の９割がリアルタイム。
▶オンライン授業だけで修了できるカリキュラ
ムにおいても、来校必須日を設けている。

▶計10人の職員を、研究科ごと３チームに編成。チーム
ごとに入試、授業運営、成績判定、就職希望者へのアプ
ローチなど、入り口から出口まで学生をサポートする。

▶オンライン授業拡充後、卒業率は上
昇、留年者数は減少傾向。

▶映像の質にこだわる。例えば、全コースで
受講できる「芸術史講義」は、「日曜美術
館」などの番組を制作する（株）NHKエデュ
ケーショナルと、約1800本を共同制作。

通信教育課程専用の制作
スタジオを整備し、専門的な
機材と4人のスタッフを配置
している。

あり。あるコースは、TV局のプロ
デュースを受けスタジオ撮影。学
科・コースによっては、教員が教
室を配信用にレイアウト。

あり。授業配信や出席管理等
のマニュアル。特に、授業内で
扱う作品の権利処理について
は詳細に定めている。

▶初期は通学制の対面授業を撮影して通
信制で提供。しかし、通信制での学習スタ
イルを考慮し、現在は通信制用授業を別途
撮影している。

（株）デジタル・ナレッジが、授
業の撮影、編集、教材開発
等を支援。通信制の職員は
専任13人、業務委託２人。

あり（教室で収録する授業もあ
り）。

あり。スライドはPowerPointで
作成、15分に１回理解度チェッ
クを挟む等。

▶多様な学生がいることから、基本の授業
はわかりやすくしたうえで、一部の科目では
学びを深めたい上位層向けにチャレンジ課
題（発展的な課題）を設定している。

全国に通信制高校を展開す
る企業の社員が、高校で
培ったノウハウを生かし、授
業撮影をサポート。

あり。通学制のキャンパス内の教
室に専用撮影スタジオを設置し、
専門スタッフと連携し授業収録を
行う。

あり。全教員が、授業収録開始
前に職員と面談。教育目標、担
当科目の位置付け等の認識を
共有。

サイバー大学

京都芸術大学 
通信教育部

京都芸術大学 
通信教育部

京都橘大学 
通信教育課程

新潟産業大学 
経済学部 
経済経営学科 
通信教育課程

サイバー大学

京都橘大学 
通信教育課程

新潟産業大学 
経済学部 
経済経営学科 
通信教育課程

千葉商科大学大学院
会計ファイナンス
研究科

【図表10】学修効果を上げる工夫例

双方向性の担保 サポート体制 成果例

A Q.

通
信
制
に
お
け
る
教
育
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質
向
上
策
は
？
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特集  「新しい市場」～年齢、偏差値、地域を超えて
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＊取材を基にBetween編集部にてまとめ。ZEN大学については、本誌2025年No.316で紹介している

【図表11】多様な学生の学びを支える通信教育課程の運営体制の工夫例【図表12】通信制で多様な学生を呼び込むための「学生募集７つのポイント」    

▶専任職員は57人（教務部12人、学生部9人、広報部10人、メディア開発部7人、システム部19人）で、4000人弱の学
生を支える（サイバー大学）
▶教員組織も事務組織も通学制とは独立した別組織で運営。教職員に過度な負担を強いることなく、通学制とは異なる多
様な学生の学びを支える。職員数は41人（事務局長ほか、教務課6人、教学運営21人、学務課5人、アドミッション・オフィス
8人）、通学制に引けを取らない事務体制（京都芸術大学）
▶大学として本腰を入れて通信教育に取り組むため、かつ、通学制とは異なる学生、教育法のため、事務組織は、教学部に
よる運営を改め、企画部で担う運営に変更。専任職員13人＋業務委託２人（教務5人、システムサポート常駐２人、学生サ
ポート3人、入試広報4人）。教員のマネジメントについては、通学通信同時開設により、最初から両方の教育を担う形でマネ
ジメントを工夫（京都橘大学）
▶民間企業と連携して運営。授業収録支援、学生サポート支援、実習等の連携先開拓と運営、通学場所の提供等を企業
が担当（新潟産業大学）
▶通信教育課程ではないが、大学院全体で職員数合計10人、研究科ごとに3チーム編成。各チームとも入学定員達成を目標
に、入試、授業運営、成績・修了判定、就職支援まで担う。横串を刺す形で学生募集など共通の課題に取り組む（千葉商科大学）

▶授業設計・評価分析、改善までを担う「インストラクショナルデザイン課」を設置。授業コンテンツづくりはチームで行う。教
員はコンテンツの最も重要な要素だが、一部でしかない。１科目を同分野の教員、職員も含め３、４人で作成（サイバー大学）
▶映像授業収録の際、教員は事前に必ず職員と内容を擦り合わせる。授業スライドも事前に職員がチェックする（新潟産業大学）

▶社会人教育の経験やPCでの教育スキルなど、通信制ならではのコンピテンシーがあることなどから、通信教育課程として
教員を採用（京都芸術大学）
▶通信教育課程は学生の属性が多様であるため、その特性を理解し、さらにWebなどを経由したコミュニケーションやメディ
ア授業にも対応できる専任の教員を配置することが望ましい。こうした新しい形態の通信教育現場にふさわしい教員の育成
や採用も重要（サイバー大学）
▶役職別に必須の研修を設けるほか、職員の自主的な学び直しを奨励。経営大学院や民間のリスキリングプログラムの受
講に対し、補助金を供出して支援している（千葉商科大学）

▶広域通信制高校を運営する（株）ウィザスと一体的に運営。同社が運営する高校および自学の附属高校通信制課程（３
年間）と、自学（４年間）で施設や学修者情報等を共有し、７年一貫教育の実現をめざす。また、専門学校や教育サービス提
供企業と連携し、学びのバリエーションを拡大（新潟産業大学）
▶（株）NHKエデュケーショナル、（株）フジテレビジョンなど、映像、芸術、文化にたけた企業と連携し、映像授業の質を高め
る（京都芸術大学）
▶通信教育課程を持つ大学は、科目数のスリム化を図りたい通学制大学の連携先になり得る。協定を結べば、通学制大学
の学生が通信制大学の科目を履修して自学の単位とすることが可能（私立大学通信教育協会 高橋理事長）

偏差値はない。
教育力で勝負

確実にニーズが
見込める市場を
特定化

若年層の
市場拡大への対応

門戸は広く開く

デジタルマーケティング
が基本

通信だからこそ、
学びのお試し体験を

対面の
オープンキャンパスや
個別相談も有効

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

専用の
組織体制構築

チームで取り組む

採用・育成の工夫

学外との連携

      

組
織
・
チ
ー
ム
に
よ
る
映
像
授
業

制
作
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
修
了
率
向
上
。

　今
回
、
取
材
し
た
大
学
で
は
、
継
続

率
や
修
了
率
、
就
職
率
な
ど
を
目
標
に

掲
げ
、
教
育
の
質
向
上
と
学
生
サ
ポ
ー

ト
に
尽
力
し
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
の

質
だ
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
用
の
映
像

授
業
制
作
の
工
夫
を
【
図
表
９
】
に
ま

と
め
た
。
大
学
と
し
て
授
業
の
質
を
保

つ
た
め
の
詳
細
な
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
用
意
し
、
職
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ

と
共
に
チ
ー
ム
で
制
作
す
る
な
ど
体
制

に
も
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
だ
と
、
学
生
の
集
中
力
や
理
解
度

を
そ
の
場
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
投
影
資
料
や
映
像
の
見
や
す
さ
に

こ
だ
わ
り
、
15
分
ご
と
に
小
テ
ス
ト
を

行
う
等
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
サ
イ

バ
ー
大
学
で
は
、
担
当
教
員
と
他
の
教

員
、
教
育
設
計
の
専
門
家
の
チ
ー
ム
で

制
作
に
あ
た
り
、Ｄ
Ｐ
や
ス
キ
ル
マ
ッ

プ
と
の
照
合
や
科
目
間
の
連
携
・
整
合

性
も
チ
ェ
ッ
ク
。
配
信
後
は
、
聴
講
時

間
、
小
テ
ス
ト
の
正
答
率
や
成
績
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
等
の
デ
ー
タ
を
基
に
授

業
改
善
を
重
ね
る
。
昨
今
は
海
外
の
著

名
な
教
員
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
録
画
機
能
を
使
っ
て
制
作
し
た
り
、

Ａ
Ｉ
で
音
声
を
修
正
し
た
り
す
る
な

ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
が
進
む
。

京
都
芸
術
大
学
は
、
学
問
の
特
性
上
、

映
像
の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
テ

レ
ビ
局
等
、
映
像
の
プ
ロ
と
提
携
し
て

い
る
。
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
通
信
制

高
校
運
営
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

職
員
が
教
員
と
科
目
の
位
置
付
け
等
の

擦
り
合
わ
せ
と
資
料
の
確
認
を
実
施
。

上
位
層
向
け
に
は
別
課
題
も
提
供
す
る

な
ど
レ
ベ
ル
別
対
応
も
行
う
。

　学
修
姿
勢
が
確
立
し
て
い
な
い
若
年

層
が
増
え
て
い
る
近
年
の
通
信
制
で

は
、
授
業
の
双
方
向
性
や
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
【
図
表

10
】。
多
く
の
大
学
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

や
チ
ャ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
教
職
員
や
学

生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
し
く
み
が
あ
る
。
内
製
の
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
授
業
で
非
同

期
型
の
議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
の
が
サ
イ
バ
ー
大
学
。授
業
、

シ
ス
テ
ム
、
学
生
、
キ
ャ
リ
ア
の
４
つ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
特
徴
だ
。

新
潟
産
業
大
学
は
一
部
の
コ
ー
ス
に
、

複
数
の
学
生
が
同
時
刻
に
授
業
を
受
け

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
」
を
設
置
。

時
間
中
は
ス
タ
ッ
フ
が
待
機
し
、
そ
の

場
で
学
生
は
疑
問
点
を
質
問
で
き
る
。

　京
都
橘
大
学
は
、Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
の

サ
ポ
ー
ト
に
加
え
６
人
の「
学
習
講
師
」

を
配
置
し
、
学
習
に
関
す
る
質
問
や
相

談
を
受
け
付
け
る
。

　こ
う
し
た
通
信
制
の
施
策
は
、
通
学

制
の
教
育
に
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

どんな学生が学んでいるかが見えにくいため、オンライン説明会に加え、在学生が参加する対面型の
オープンキャンパスが人気で、入学率も高い
例）現役学生と会える出張オープンキャンパスが人気。特に若年層には好評で保護者同伴で参加。中には家
族で入学するケースも（サイバー大学）／全国で行われる合同入学説明会に参加。職員との個別相談会を開
催（京都芸術大学）／東京、大阪の事務所で個別相談会を随時実施（ＺＥＮ大学）

例）サイト上でいつでも「体験授業」動画を視聴可能なほか、学びのしくみやサポート体制、カリキュラム、学修
成果などの情報を積極的に公表（サイバー大学）／通信教育部の「22の学び」を自宅で体験できる申込制の
オンライン授業開講、Zoomにて各コースのワークショップを体験可能（京都芸術大学）

通信教育の実態は外から見えにくい。だからこそ公式サイトで入学後の学びが体験できるトライアル
制度を設けるとよい

例）デジタルマーケティングが基本。ターゲットを若年層、シニア層といった年齢、職業の有無等でセグメントし
て、コミュニケーションを設計し、メルマガやSNSを使い分け広報（京都芸術大学）

通信制を選ぶ層は目的や条件が明確にある。その条件でWeb検索した時に、トップに出るかどうか。
セグメント別のコミュニケーションも有効

元々、教育の機会均等の手段として始まった通信制。「学ぶ意欲」さえあれば誰でも学ぶことができる
機会を提供することそのものが特色になる
例）会計ファイナンス研究科において、ターゲットに訴求できていることの一つは、他大学院では資格取得者
や特定の学部卒等諸条件を付している事が多い中、「初学者でも出願・入学可能で、修了まで導ける教育を
提供している」こと。これらを徹底した結果、募集は好調（千葉商科大学大学院）

例）グループ内の通信制高校の生徒が安心して進学できる大学として通信制を設置（新潟産業大学）／入
学者の最終学歴が高校・高専59%、Ｎ高校、Ｓ高校出身者42%（ＺＥＮ大学）

通信制高校市場の拡大や、コロナ禍を契機としたオンライン教育需要拡大から、若年層の通信制大
学入学者が増加、今後も拡大の見込み

例）人材需要が高まっている職務直結型の士業（税理士、公認会計士、中小企業診断士）に特化（千葉商
科大学大学院）／国家資格化を見込んで開設した公認心理師の通信教育課程は、国資化後は、積極的に
広報しなくても定員を充足している（京都橘大学）／高卒者の多い地方中小企業のリスキリング需要に応え
ている（サイバー大学）

例）広告ではなく、独自の学習システムとカリキュラムで学生を集めてきた。学生の利便性を考えスマホやタブ
レットでスキマ時間に受講を進められるようにしたところ、社会人学生が激増（サイバー大学）

通信制は学力試験入試を課さないことが多いため、入試偏差値の序列の枠外。学生の多くは学ぶ目的が
明確で、それが達成できそうかで大学を選ぶ。よって、教育力や利便性の高さが募集上の一番の武器になる

一見、茫洋としている社会人市場だが、自学の強みが確実に生かせる市場はないか、解像度を高くし
たマーケティングを

      

本
格
的
に
取
り
組
む
の
な
ら
通
学

制
と
は
組
織
を
分
け
る
。

　運
営
体
制
は
通
信
制
の
成
否
を
大
い

に
左
右
す
る
。
既
存
の
通
学
課
程
に
後

か
ら
通
信
制
を
併
設
す
る
際
、
兼
務
に

よ
る
負
担
増
か
ら
教
員
の
協
力
を
得
に

く
い
こ
と
も
多
い
。
通
学
制
と
は
学
事

暦
が
異
な
り
、
学
生
も
多
様
な
た
め
、

負
担
は
小
さ
く
な
い
よ
う
だ
。
取
材
大

学
の
多
く
は
別
組
織
で
運
営
し
て
い
る

【
図
表
11
】。
京
都
芸
術
大
学
は
、
教
員

も
職
員
も
通
学
制
と
は
別
組
織
。
教
育

計
画
に
初
年
度
の
単
位
取
得
者
数
や
１

年
か
ら
２
年
へ
の
継
続
率
な
ど
の
数
値

目
標
を
掲
げ
、
全
教
職
員
が
そ
れ
ら
を

高
め
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
据
え

る
。
１
・
８
万
人
の
学
生
を
支
え
る
専

任
職
員
数
は
40
人
超
で
、
通
学
課
程
に

引
け
を
取
ら
な
い
。
教
員
採
用
は
、
社

会
人
教
育
の
経
験
や
P
C
で
の
教
育
ス

キ
ル
な
ど
、
通
信
制
な
ら
で
は
の
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
を
重
視
。京
都
橘
大
学
は
、

通
信
制
と
通
学
制
を
同
時
に
開
設
し
、

２
つ
の
課
程
を
担
う
学
科
で
あ
る
こ
と

を
前
提
に
教
員
を
採
用
。
職
員
は
当
初

は
教
学
部
に
配
置
し
て
い
た
が
、
現
在

は
企
画
部
に
移
管
し
独
立
し
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
大
学
は
、
授
業
設
計
、
分
析
、

改
善
ま
で
を
担
う
事
務
組
織
「
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
課
」
を
設

置
。「
い
わ
ば
、
教
育
効
果
の
最
大
化

を
図
る
課
の
職
員
が
舞
台
監
督
、
専
門

知
識
を
効
果
的
に
伝
え
る
教
員
は
演

者
」だ
と
い
う
。
こ
の
考
え
を
理
解
し
、

教
育
に
熱
意
あ
る
教
員
を
採
用
し
て
い

る
。
新
潟
産
業
大
学
も
、
職
員
は
通
信

制
専
任
で
全
８
人
。
入
試
か
ら
就
職
支

援
ま
で
全
て
担
う
。
ま
た
、
教
育
の
充

実
の
た
め
に
学
外
と
連
携
、
広
域
通
信

制
高
校
の
運
営
企
業
と
組
み
７
年
一
貫

教
育
を
め
ざ
す
ほ
か
、
複
数
企
業
と
の

連
携
に
よ
り
、
学
外
体
験
を
盛
り
込
ん

だ
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
通
信
制
大

学
が
、
通
学
制
大
学
の
需
要
の
受
け
皿

に
な
る
形
も
あ
る
。
例
え
ば
星
槎
大
学

の
通
信
制
は
１
３
０
以
上
の
教
育
機
関

と
協
定
を
結
び
、自
学
の
科
目
を
提
供
。

連
携
先
の
大
学
や
専
門
学
校
の
学
び
の

幅
を
広
げ
て
い
る
。

　社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
を
担
う
の
な

ら
ば
、
学
内
の
人
材
育
成
に
も
意
識
的

で
あ
り
た
い
。
千
葉
商
科
大
学
は
、
経

営
系
大
学
院
で
の
学
習
を
職
員
の
昇
格

時
の
必
須
研
修
と
し
て
課
し
、
有
志
の

受
講
者
に
は
支
援
金
を
出
す
。

      

外
か
ら
見
え
に
く
い
通
信
制
の
実

態
開
示
が
鍵
。

　取
材
大
学
の
工
夫
を【
図
表
12
】に
ま

と
め
た
。
ま
ず
、
偏
差
値
に
よ
る
序
列

が
な
く
、立
地
も
関
係
な
い
た
め
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
目
的
に
合
っ
た
教
育
内
容
と

手
法
、
教
育
成
果
＝「
教
育
力
」
が
選

ば
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
に
な
る
①
。

　社
会
人
市
場
で
は
未
開
拓
の
分
野
が

多
い
。
京
都
芸
術
大
学
は
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
巨
大
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
着
目
し
て
新
コ
ー
ス
を

設
定
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
分
野
開
拓

を
続
け
て
い
る
②
。
拡
大
中
の
若
年
層

市
場
を
捉
え
る
手
法
と
し
て
は
、
通
信

制
高
校
と
の
連
携
も
あ
る
だ
ろ
う
③
。

元
々
教
育
の
機
会
均
等
の
手
段
と
し
て

始
ま
っ
た
通
信
教
育
。
学
ぶ
意
欲
が
あ

る
者
に
門
戸
を
広
げ
る
姿
勢
そ
の
も
の

を
特
色
に
す
る
手
も
あ
る
。
千
葉
商
科

大
学
の
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
科

は
、出
願
の
諸
条
件
を
あ
ま
り
課
さ
ず
、

入
試
さ
え
受
か
れ
ば
初
学
者
で
も
受
け

入
れ
る
教
育
を
特
長
に
し
て
い
る
④
。

　広
報
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
や
特
設
サ
イ

ト
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
展
開
が
基

本
。
閲
覧
者
に
応
じ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を

変
え
ら
れ
る
点
を
う
ま
く
利
用
し
よ
う

⑤
。
京
都
芸
術
大
学
は
、
ペ
ル
ソ
ナ
ご

と
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
を
使
い
分
け
て
い
る
。

　通
信
制
は
、
外
か
ら
は
教
育
や
学
生

の
実
態
が
見
え
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
体
験
授
業
を
実
施
す
る

ほ
か
⑥
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
個

別
相
談
は
、
対
面
型
の
効
果
が
高
い
よ

う
だ
⑦
。
高
校
生
の
場
合
、
同
伴
し
た

保
護
者
の
不
安
も
取
り
除
き
や
す
い
。

A Q.

運
営
組
織
体
制
構
築
の

ポ
イ
ン
ト
は
？

A Q.

学
生
募
集
の
コ
ツ
は
？

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ
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